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タラップ

雷保護設備凡例

番号 記号 名　　　　　　　　　　　　称 保護角法ｈ（ｍ）
保　護

レベル

回転球体法

Ｒ（ｍ）
２０ ４５３０ ６０ ６０超過

α（゜） α（゜） α（゜） α（゜）

保護レベルに応じた受雷部の配置

５５ ４５ ３５ ＊ ２０

＊　回転球体法及びメッシュ法だけを適用する。

２５

※　備考１．Ｒは、回転球体法の球体半径。

保護レベルに応じた引下げ導線の平均間隔

保護レベル 平均間隔（ｍ）

２５

※　備考１．金属板が、雷電流によって穴があいてはならない構造のもの又は

　　　　　　高温にさらされてはならないものである場合、厚みはｔの値以上である。

※　備考２．金属板が、雷電流によって穴があいても差し支えない構造のもの又は

　　　　　　金属板の下部に発火する可燃物がない場合、その厚みはｔ´の値以上である。

構造体受雷部利用の材料及び使用条件

材料

鉄，ステンレス

銅

アルミニウム

注）　電気的接続は、黄銅ろう付け、溶接、圧着、ねじ締め、ボルト締めなどの

　　　方法によって確実に行う。

４

５

７

０．５

０．５

１

５０

３５

７０

ＪＩＳ　Ａ　４２０１：２００３　２．３．５より、

鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の地中構造体、

その他金属製地下構造物を接地極として利用できる。

鉄筋又は鉄骨コンクリート造の基礎を接地極として利用する場合は、

基礎の鉄筋又は鉄骨と上部構造体の鉄筋又は鉄骨とは

一般に電気的接続が行われていないので、

建築物等の建設時に相互の電気的接続を行う。

※　材料・厚さ・断面積は、ＪＩＳ規格に基づく。

アルミ笠木（建築工事）　　受雷部利用

銅線　２．０×１３ Ｔ型コネクター

圧着端子

（銅スズメッキ）

Ｍ８　　　　　　　　　

（鉄・ユニクロメッキ）

Ｍ８　　　　　　　　　

（鉄・ユニクロメッキ） 主筋

主筋

鉄筋接続クランプ Ｓ＝１／３

主筋２条に接続

Ｍ８　　　　　　　　　

（鉄・ユニクロメッキ）

圧着端子　　　　

（銅スズメッキ）

鉄骨用接続端子

クランプタイプ

Ｍ１０ スプリングワッシャ，ワッシャ付

（黄銅ニッケルメッキ）

銅プレ－ト

鉄プレ－ト

溶接

（黄銅ニッケルメッキ）

クランプタイプに変更も可とする。

プレートは材料支給の上、溶接は建築工事とする。

鉄骨用接続端子 Ｓ＝１／３

銅線　２．０×１３

Ｍ６

１００ｘ５０ｘ６ｔ

５０ｘ２５ｘ３ｔ

端子（黄銅ニッケルめっき）

Ｍ６（黄銅ニッケルめっき）
Ｍ１０　化粧ナット、ワッシャ付

（黄銅ニッケルめっき）
Ｍ８　化粧ナット、ワッシャ付

（アルミ合金製）

端子（アルミ合金）

４ｔ×２５×２５０

（クロムメッキ）

アルミ線　２．０×１９銅帯

１

２

３

４

５

６

７

メッシュ

法幅（ｍ）

　　　　　　おいては、ｈを陸屋根から受雷部の上端までの高さとすることができる。

※　備考２．ｈは地表面から受雷部の上端までの高さとする。ただし、陸屋根の部分に

※　ＪＩＳ　Ａ　４２０１：２００３の規定に基づく。

※　構造体利用接地極とする。

アルミ笠木伸縮継手

分岐端子　

水切端子

銅線　　２．０　×　１３　　（ＰＦ２２）　　埋込配管

鉄筋接続クランプ（主筋２条に接続）

鉄骨用接続端子　（プレートは材料支給の上、溶接は建築工事とする。）

銅線　２．０×１３

銅線　２．０×１３

厚さｔ（ｍｍ） 厚さｔ´（ｍｍ） 断面積（ｍｍ　）2

６０

構造体利用接地極構造体利用接地極
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雷保護設備　立面図・機器詳細図 E-
A1:1/3・150
A3:1/6・300
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